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  ・ヨーロッパの知識人（ロック、モンテスキユー、ヴォルテール、ルソー） 
   および彼らが植民地の指導層に与えた影響 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第３章  アメリカ合衆国における国民的統合をめぐる視点と主張 
 






































































































































































































































































領の特別諮問委員会の報告書（one America  in  the  21st Century,1998 ならびに
























































































































































































































































































 （５） アフリカ系アメリカ人 


















































































































































































試みや、各エスニック集団の視点から教科内容を再構成しようとする試みがなされた。１３９   
このような試みは「エスニック・スタディーズ」（ethnic studies）と呼ばれ、最初は大学
















































































































































 ４． 多文化教育の視点からみた学校（中３～高１対象）の歴史（アメリカ史）教科書１５５ 
 
 筆者は、多文化教育は合衆国の国民統合の重要な位置をもつと考えられるので、歴史教
科書がマイノリティ集団の歴史経験をどのように記述しているか、『America history of 




 (２) ネイティブアメリカンの分布図。１５７ 
 (３) スペイン人によってもたらされたネイティブアメリカンの苦悩。１５８ 
















































































































































































第４章  国民的統合の条件と展望 
 






















































































































移民に関連して、ジヨセフ・ナイ（Joseph S.Nye , Jr.）は、著書『アメリカの世紀は終


















































































































































































































































































































































８ 有賀 貞「グローバル化と多文化主義の中のアメリカ」『聖学院大学総合研究所紀要』 





































                                                                                                                                                       
 












  The Afrocentric Idea （１９８７）など。 
３４ モレフィ・キート・アサンテ「多文化主義一応酬」『多文化主義一アメリカ、カナダ、 
  オーストラリア、イギリスの場合一』多文化社会研究会編訳、木鐸社、１９９７年、 
  ５７一７２頁。 
３５ ダイアン・ラヴィッチ「ラヴィッチのアサンテに対する反論（要約）宇多川史子訳、
『多文化主義一アメリカ、カナダ、オーストラリア、イギリスの場合一』多文化社会研  


















































































                                                                                                                                                       
（ハート＝セラー法）出身国割り当て制限を撤廃し、西半球出身者という大まかな枠
で移民の数を決めることとし、特別な技能を持った人材を積極的に受け入れる姿勢に
転じた。   
９７ 辻内鏡人「多文化パラダイムの展望」『多文化主義のアメリカ』油井大三郎・遠藤泰正
編、 東京大学出版会、 １９９９年、 ７３頁。 





































































１５５ James West Davidson and Michael B.Stoff , America: History of Our Nation, 








































  郎、近藤康裕 、田中祐介訳、みすゞ書房、２０１３年、７１頁。        

















１８９ 渡辺靖『沈まぬアメリカ一拡散するソフト・パワーとその真価』新潮社、２０１５     








































  №２９ 聖学院大学総合研究所、２００４年 
大木英夫「リスポンシブル・グローバリゼーション」『聖学院大学総合研究所紀要』 




  ２００４年 
国立社会保障・人口問題研究所編『人口の動向』厚生統計協会、２００４年 
ブラウン、チャールズ・Ｃ『ニーバーとその時代』高橋義文訳、聖学院大学出版会 
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